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第一部 【企業情報】

 

第１ 【企業の概況】

 

１ 【主要な経営指標等の推移】
 

回次
第９期

第３四半期
連結累計期間

第10期
第３四半期
連結累計期間

第９期

会計期間
自 平成25年１月１日
至 平成25年９月30日

自 平成26年１月１日
至 平成26年９月30日

自 平成25年１月１日
至 平成25年12月31日

売上高 (千円) 2,723,318 2,895,086 3,781,862

経常利益 (千円) 239,039 287,087 388,604

四半期(当期)純利益 (千円) 180,988 306,714 286,312

四半期包括利益又は包括利益 (千円) 178,345 △387,789 1,098,533

純資産額 (千円) 3,616,562 4,175,920 4,543,149

総資産額 (千円) 3,916,011 4,594,133 5,378,979

１株当たり四半期(当期)
純利益金額

(円) 20.08 33.79 31.76

潜在株式調整後１株当たり
四半期(当期)純利益金額

(円) 19.91 33.61 31.48

自己資本比率 (％) 91.1 89.7 83.5
 

 

回次
第９期

第３四半期
連結会計期間

第10期
第３四半期
連結会計期間

会計期間
自 平成25年７月１日
至 平成25年９月30日

自 平成26年７月１日
至 平成26年９月30日

１株当たり四半期純利益金額 (円) 3.85 0.70
 

(注) １　当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２　売上高には、消費税等は含まれておりません。

３　第10期第３四半期連結累計期間末における四半期包括利益の大幅な減少は、保有株式の時価下落による有価

証券評価差額金の一部取崩によるものであります。

 

２ 【事業の内容】

当社は、第１四半期連結会計期間において、先進的なマーケティングの支援に特化する完全子会社シナジーイノ

ベーションズ株式会社について、重要性が増したため、新たに連結の範囲に含めております。これにより、平成26年

９月30日現在では、当社グループは、当社、子会社３社、非連結子会社１社により構成されることになりました。

また、シナジーイノベーションズ株式会社については、報告セグメントは「エージェント事業」としております。
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第２ 【事業の状況】

 

１ 【事業等のリスク】

当第３四半期連結累計期間における、本四半期報告書に記載した事業の状況、経理の状況等に関する事項のうち、

投資者の判断に重要な影響を及ぼす可能性のある事項の発生又は前事業年度の有価証券報告書に記載した「事業等の

リスク」についての重要な変更はありません。

　なお、重要事象等は存在しておりません。　

 

２ 【経営上の重要な契約等】

当第３四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等は行われておりません。

 

３ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

以下の記載のうち将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において当社グループが判断したもので

あります。

 

(1) 業績の状況

当第３四半期連結累計期間（平成26年１月１日から平成26年９月30日まで）におけるわが国経済は、日銀による

金融緩和策や政府の成長戦略に基づく経済政策を背景に、企業業績の回復や生産活動に持ち直しの動きが見られ、

消費税増税後の影響により一時的に減退した個人消費にも徐々に持ち直しの動きがみられております。

　その一方で、海外では新興国経済における成長鈍化や欧州での政情不安などの景気先行きの不透明感は払拭でき

ず、国内経済への影響も懸念されております。

　当社が属するインターネット市場では、スマートフォンやタブレット端末などの通信端末の普及拡大や各通信事

業者の相次ぐ高速通信回線の提供に伴って、クラウドコンピューティングやビッグデータ市場にさまざまなサービ

ス形態が登場し、その市場は拡大の一途をたどっております。

　当社においても、このようなクラウドコンピューティングやビッグデータに対する需要の拡大は、大きなビジネ

スチャンスととらえており、当第３四半期連結累計期間は、既存のクラウドサービスの販売に加えて新たなクラウ

ドサービスの研究開発に注力して参りました。

　その一環として、Synergy!360やiNSIGHTBOXといったクラウドサービス群の新機能を強化するとともに、よりセ

キュアでスピーディに利用頂けるよう基盤の強化も積極的に行いました。

以上の結果、当第３四半期連結累計期間の売上高は2,895,086千円（前年同期比6.3％増）となりました。営業利

益は、250,463千円（前年同期比42.5％増）、経常利益は287,087千円（前年同期比20.1％増）となりました。ま

た、投資有価証券売却益363,998千円を特別利益に、減損損失42,227千円を特別損失に計上したこと等により、四

半期純利益は306,714千円（前年同期比69.5％増）となりました。

 

セグメントの業績は、次の通りであります。

従来、エージェント事業に計上しておりました、ソフトウェアライセンス販売に係る売上高及び売上原価を、管

理区分を変更したことに伴い、第１四半期連結会計期間より、クラウドサービス事業に計上しております。当第３

四半期連結累計期間の比較・分析は、変更後の区分に基づいております。

 

① クラウドサービス事業

　クラウドサービス事業は、「Synergy!360」「Synergy!」「Synergy!LEAD on force.com」「iNSIGHTBOX」などの

クラウドサービス群の提供を行っており、売上高は1,311,527千円（前年同四半期累計期間1,195,786千円、前年同

期比9.7％増）、セグメント利益は370,499千円（前年同四半期累計期間196,317千円、前年同期比88.7％増）とな

りました。
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② エージェント事業

　エージェント事業は、当社クラウドサービスを利用している既存顧客に対して、システム開発やメール配信代

行、広告代理等の受託業務の提案を行っており、売上高は735,789千円（前年同四半期累計期間695,175千円、前年

同期比5.8％増）、セグメント損失は130,608千円（前年同四半期累計期間36,073千円のセグメント損失）となりま

した。

 

③ ｅホールセール事業

　ｅホールセール事業は、連結子会社である株式会社ビーネットがECショップ向けに商品の卸売りを行う事業であ

り、売上高は847,769千円（前年同四半期累計期間832,356千円、前年同期比1.9％増）、セグメント利益は8,736千

円（前年同四半期累計期間8,438千円、前年同期比3.5％増）となりました。

 

④ その他

　その他は、連結子会社であるSMIA Corporationの、米国における市場調査事業等の業績を示しております。セグ

メント損失は5,120千円（前年同四半期累計期間296千円のセグメント損失）となりました。

 

（2）財政状態の分析

（資産）

流動資産は、前連結会計年度末に比べて515,153千円増加し、3,180,683千円となりました。これは、現金及び

預金が506,338千円増加したことなどによります。

　固定資産は、前連結会計年度末に比べて1,299,999千円減少し、1,413,449千円となりました。これは、投資有

価証券が1,247,635千円減少したことなどによります。

　この結果、総資産は、4,594,133千円となりました。

（負債）

流動負債は、前連結会計年度末に比べて51,322千円減少し、366,713千円となりました。これは、未払法人税

等が78,680千円減少したことなどによります。

固定負債は、前連結会計年度末に比べて366,294千円減少し、51,498千円となりました。これは、投資有価証

券の評価益に係る繰延税金負債が399,590千円減少したことなどによります。

この結果、負債合計は、418,212千円となりました。

（純資産）

純資産合計は、前連結会計年度末に比べて367,228千円減少し、4,175,920千円となりました。これは、その他

有価証券評価差額金が706,198千円減少したものの、四半期純利益を306,714千円計上したことなどによります。

 

（3）事業上及び財務上の対処すべき課題

当第３四半期連結累計期間において、当社グループが対処すべき事実上及び財務上の課題について重要な変更

及び新たに生じた課題はありません。

 

（4）研究開発活動

当第３四半期連結累計期間における研究開発活動の金額は、62,919千円であります。

 

（5）主要な設備

当第３四半期連結累計期間において、当社のクラウドサービス事業における、当社が開発を行ったソフトウェ

アについて、収支計画の見直しを行った結果、42,227千円の減損損失を計上しております。
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第３ 【提出会社の状況】

 

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

 

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 16,000,000

計 16,000,000
 

 

② 【発行済株式】

 

種類
第３四半期会計期間末

現在発行数(株)
(平成26年９月30日)

提出日現在発行数(株)
(平成26年11月14日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 9,256,000 9,256,000
東京証券取引所
ＪＡＳＤＡＱ

（スタンダード）

単元株式数は100株であり
ます。

計 9,256,000 9,256,000 ― ―
 

 

(2) 【新株予約権等の状況】

　該当事項はありません。

 

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

　該当事項はありません。

 

(4) 【ライツプランの内容】

　該当事項はありません。

 

(5) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

 

年月日
発行済株式
総数増減数

(株)

発行済株式
総数残高
(株)

資本金増減額
(千円)

資本金残高
(千円)

資本準備金
増減額
(千円)

資本準備金
残高
(千円)

平成26年７月１日～
平成26年９月30日

128,000 9,256,000 27,072 1,199,440 27,072 1,199,406
 

(注)　新株予約権の行使による増加であります。

 

(6) 【大株主の状況】

当四半期会計期間は第３四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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(7) 【議決権の状況】

当第３四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、記載

することができないことから、直前の基準日(平成26年６月30日)に基づく株主名簿による記載をしております。

① 【発行済株式】

   平成26年９月30日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 - - ―

議決権制限株式(自己株式等) - - ―

議決権制限株式(その他) - - ―

完全議決権株式(自己株式等)
（自己保有株式）

普通株式 59,100
 

- ―

完全議決権株式(その他) 普通株式 9,067,800
 

90,678 単元株式数は100株であります。

単元未満株式 普通株式 1,100
 

- ―

発行済株式総数 9,128,000 - ―

総株主の議決権 - 90,678 ―
 

　（注）「単元未満株式」には、当社所有の自己株式が43株含まれております。

 
② 【自己株式等】

  平成26年９月30日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数

(株)

他人名義
所有株式数

(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

（自己保有株式）
シナジーマーケティング
株式会社

大阪市北区堂島１丁目
６－20

59,100 - 59,100 0.65

計 ― 59,100 - 59,100 0.65
 

 

２ 【役員の状況】

該当事項はありません。
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第４ 【経理の状況】

 

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19年内閣府令

第64号。以下「四半期連結財務諸表規則」という。)に基づいて作成しております。

 

２．監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第３四半期連結会計期間(平成26年７月１日から平成

26年９月30日まで)及び第３四半期連結累計期間(平成26年１月１日から平成26年９月30日まで)に係る四半期連結財務

諸表について、有限責任 あずさ監査法人による四半期レビューを受けております。
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１ 【四半期連結財務諸表】

(1) 【四半期連結貸借対照表】

           (単位：千円)

          
前連結会計年度

(平成25年12月31日)
当第３四半期連結会計期間

(平成26年９月30日)

資産の部   

 流動資産   

  現金及び預金 1,763,234 2,269,573

  受取手形及び売掛金 439,764 427,427

  有価証券 205,885 310,520

  商品及び製品 55,570 42,719

  仕掛品 11,945 30,853

  その他 195,959 111,988

  貸倒引当金 △6,829 △12,398

  流動資産合計 2,665,530 3,180,683

 固定資産   

  有形固定資産 96,729 135,281

  無形固定資産   

   のれん 30,999 1,681

   ソフトウエア 335,423 235,652

   その他 25,248 66,643

   無形固定資産合計 391,671 303,978

  投資その他の資産   

   投資有価証券 2,117,899 870,263

   その他 113,682 110,223

   貸倒引当金 △6,533 △6,298

   投資その他の資産合計 2,225,048 974,188

  固定資産合計 2,713,449 1,413,449

 資産合計 5,378,979 4,594,133
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           (単位：千円)

          
前連結会計年度

(平成25年12月31日)
当第３四半期連結会計期間

(平成26年９月30日)

負債の部   

 流動負債   

  支払手形及び買掛金 93,165 58,419

  未払法人税等 184,165 105,484

  賞与引当金 16,842 12,499

  その他 123,862 190,309

  流動負債合計 418,036 366,713

 固定負債   

  資産除去債務 - 33,295

  繰延税金負債 417,793 18,202

  固定負債合計 417,793 51,498

 負債合計 835,829 418,212

純資産の部   

 株主資本   

  資本金 1,165,938 1,199,440

  資本剰余金 1,125,114 1,158,615

  利益剰余金 1,394,056 1,655,289

  自己株式 △30,635 △30,647

  株主資本合計 3,654,474 3,982,698

 その他の包括利益累計額   

  その他有価証券評価差額金 816,452 110,253

  為替換算調整勘定 21,973 30,219

  その他の包括利益累計額合計 838,426 140,473

 少数株主持分 50,248 52,749

 純資産合計 4,543,149 4,175,920

負債純資産合計 5,378,979 4,594,133
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(2) 【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第３四半期連結累計期間】

           (単位：千円)

          前第３四半期連結累計期間
(自 平成25年１月１日
　至 平成25年９月30日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成26年１月１日
　至 平成26年９月30日)

売上高 2,723,318 2,895,086

売上原価 1,455,706 1,477,362

売上総利益 1,267,612 1,417,724

販売費及び一般管理費 1,091,898 1,167,260

営業利益 175,714 250,463

営業外収益   

 受取利息 17,170 18,183

 受取配当金 7,304 11,405

 為替差益 38,661 4,467

 その他 1,092 2,567

 営業外収益合計 64,229 36,624

営業外費用   

 自己株式取得費用 83 -

 支払手数料 820 -

 営業外費用合計 904 -

経常利益 239,039 287,087

特別利益   

 投資有価証券売却益 170,846 363,998

 特別利益合計 170,846 363,998

特別損失   

 公開買付関連費用 - 73,291

 固定資産除却損 2,738 2,374

 減損損失 76,853 42,227

 その他 2,000 -

 特別損失合計 81,592 117,894

税金等調整前四半期純利益 328,293 533,191

法人税、住民税及び事業税 165,145 222,950

法人税等調整額 △22,148 77

法人税等合計 142,996 223,027

少数株主損益調整前四半期純利益 185,296 310,163

少数株主利益 4,307 3,449

四半期純利益 180,988 306,714
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【四半期連結包括利益計算書】

【第３四半期連結累計期間】

           (単位：千円)

          前第３四半期連結累計期間
(自 平成25年１月１日
　至 平成25年９月30日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成26年１月１日
　至 平成26年９月30日)

少数株主損益調整前四半期純利益 185,296 310,163

その他の包括利益   

 その他有価証券評価差額金 △14,979 △706,198

 為替換算調整勘定 8,027 8,245

 その他の包括利益合計 △6,951 △697,953

四半期包括利益 178,345 △387,789

（内訳）   

 親会社株主に係る四半期包括利益 174,037 △391,239

 少数株主に係る四半期包括利益 4,307 3,449
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【注記事項】

(継続企業の前提に関する事項)

該当事項はありません。　

 

(連結の範囲又は持分法適用の範囲の変更)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成26年１月１日 至 平成26年９月30日)

連結の範囲の重要な変更

　第１四半期連結会計期間より、重要性が増したため、シナジーイノベーションズ株式会社を連結の範囲に含

めております。
 

 

(会計上の見積りの変更)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成26年１月１日 至 平成26年９月30日)

　当社グループは、事務所等の不動産賃貸契約に基づく退去における原状回復に係る債務の履行時期を合理的

に見積もることが可能となったため、当第３四半期連結会計期間より、資産除去債務を計上しております。

　なお、この変更が損益に与える影響はありません。
 

 

(四半期連結貸借対照表関係)

該当事項はありません。　

 

(四半期連結損益計算書関係)

該当事項はありません。　

 

(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

当第３四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第３四半

期連結累計期間に係る減価償却費(のれんを除く無形固定資産に係る償却費を含む。)及びのれんの償却額は、次の

とおりであります。

 
前第３四半期連結累計期間
(自 平成25年１月１日
至 平成25年９月30日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成26年１月１日
至 平成26年９月30日)

減価償却費 118,701千円 124,305千円

のれんの償却額 42,714千円 29,317千円
 

 

(株主資本等関係)

前第３四半期連結累計期間(自 平成25年１月１日 至 平成25年９月30日)

１．配当金支払額

 

決議 株式の種類
配当金の総額

(千円)
１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成25年３月25日
定時株主総会

普通株式 45,067 ５ 平成24年12月31日 平成25年３月26日 利益剰余金
 

 

２．基準日が当第３四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第３四半期連結会計期間の末日

後となるもの

該当事項はありません。
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当第３四半期連結累計期間(自 平成26年１月１日 至 平成26年９月30日)

１．配当金支払額

 

決議 株式の種類
配当金の総額

(千円)
１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成26年３月24日
定時株主総会

普通株式 45,192 ５ 平成25年12月31日 平成26年３月25日 利益剰余金
 

 

２．基準日が当第３四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第３四半期連結会計期間の末日

後となるもの

該当事項はありません。

 

(セグメント情報等)

【セグメント情報】

Ⅰ 前第３四半期連結累計期間(自 平成25年１月１日 至 平成25年９月30日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

  (単位：千円)

 

報告セグメント
その他
(注１)

合計
調整額
（注２）

四半期
連結損益
計算書
計上額
（注３）

クラウド
サービス事

業

エージェン
ト事業

eホール
セール事業

計

売上高         

外部顧客への
売上高

1,195,786 695,175 832,356 2,723,318 - 2,723,318 - 2,723,318

         
セグメント間の
内部売上高
又は振替高

- 1,827 8 1,836 5,608 7,445 △7,445 -

計 1,195,786 697,003 832,364 2,725,155 5,608 2,730,763 △7,445 2,723,318

セグメント利益
又は損失（△）

196,317 △36,073 8,438 168,683 △296 168,386 7,327 175,714
 

(注) １　「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、米国における市場調査事業等を

含んでおります。

２　セグメント利益又は損失（△）の調整額7,327千円は、セグメント間取引の消去によるものです。

３　セグメント利益又は損失（△）は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。
　

２．報告セグメントの変更等に関する事項

第１四半期連結会計期間において、米国にSMIA Corporationを新たに設立し、連結の範囲に含めたことに伴

い、報告セグメントに含まれない事業セグメント「その他」を新たに追加しております。

　

３．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

クラウドサービス事業において、当社が開発を行ったソフトウェアについて、収支計画の見直しを行った結

果、63,326千円の減損損失を計上しております。また、報告セグメントに帰属しない全社資産において、過去に

開発した請求業務支援システムの利用を見合わせたため、13,526千円の減損損失を計上しております。
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Ⅱ 当第３四半期連結累計期間(自 平成26年１月１日 至 平成26年９月30日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

  (単位：千円)

 

報告セグメント
その他
(注１)

合計
調整額
（注２）

四半期
連結損益
計算書
計上額
（注３）

クラウド
サービス事

業

エージェン
ト事業
(注４)

eホール
セール事業

計

売上高         

外部顧客への
売上高

1,311,527 735,789 847,769 2,895,086 - 2,895,086 - 2,895,086

         
セグメント間の
内部売上高
又は振替高

141 2,141 - 2,283 8,959 11,242 △11,242 -

計 1,311,668 737,931 847,769 2,897,369 8,959 2,906,329 △11,242 2,895,086

セグメント利益
又は損失（△）

370,499 △130,608 8,736 248,626 △5,120 243,506 6,956 250,463
 

(注) １　「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、米国における市場調査事業等を

含んでおります。

２　セグメント利益又は損失（△）の調整額6,956千円は、セグメント間取引の消去によるものです。

３　セグメント利益又は損失（△）は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

４　第１四半期連結会計期間より、従来、持分法を適用しない非連結子会社であったシナジーイノベーションズ

株式会社を、重要性が増したため、連結の範囲に含めております。当該会社の報告セグメントは、「エー

ジェント事業」としております。
　

２．報告セグメントの変更等に関する事項

従来、エージェント事業に計上しておりました、ソフトウェアライセンス販売に係る売上高及び売上原価を、

管理区分を変更したことに伴い、第１四半期連結会計期間より、クラウドサービス事業に計上しております。

なお、前第３四半期連結累計期間のセグメント情報は、変更後のセグメント区分で記載しております。

　

３．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

クラウドサービス事業において、当社が開発を行ったソフトウェアについて、収支計画の見直しを行った結

果、42,227千円の減損損失を計上しております。

　

(金融商品関係)

四半期連結財務諸表規則第17条の２の規定に基づき、注記を省略しております。

 

(有価証券関係)

四半期連結財務諸表規則第17条の２の規定に基づき、注記を省略しております。

 

(デリバティブ取引関係)

四半期連結財務諸表規則第17条の２の規定に基づき、注記を省略しております。

 

(企業結合等関係)

該当事項はありません。
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(１株当たり情報)

１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎並びに潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額及び算定上の

基礎は、以下のとおりであります。

 

項目
前第３四半期連結累計期間
(自 平成25年１月１日
至 平成25年９月30日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成26年１月１日
至 平成26年９月30日)

(1) １株当たり四半期純利益金額 20円08銭 33円79銭

    (算定上の基礎)   

   四半期純利益金額(千円) 180,988 306,714

   普通株主に帰属しない金額(千円) - -

   普通株式に係る四半期純利益金額(千円) 180,988 306,714

    普通株式の期中平均株式数(株) 9,011,601 9,076,723

(2) 潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額 19円91銭 33円61銭

    (算定上の基礎)   

    普通株式増加数(株) 79,012 48,183

   （うち新株予約権） (79,012) (48,183)

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後１株当たり
四半期純利益金額の算定に含めなかった潜在株式で、前
連結会計年度末から重要な変動があったものの概要

- -
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(重要な後発事象)

１．ヤフー株式会社による当社普通株式及び新株予約権に対する公開買付けの結果について

ヤフー株式会社（以下「公開買付者」といいます。）は、平成26年８月８日から平成26年９月24日まで、当社普通株

式に対する公開買付け（以下「本公開買付け」といいます。）を実施し、下記のとおりとなりました。

 

・公開買付けの成否

応募株券等の総数（8,695,153株）が買付予定数の下限（6,131,300株）以上となりましたので、公開買付開始公告

及び公開買付届出書に記載のとおり、応募株券等の全部の買付けが行われました。

　

・主要株主の異動

本公開買付けの成立により、本公開買付けの決済開始日である平成26年10月１日付で、公開買付者が新たに当社の

親会社に該当することとなりました。

 

２．定款の一部変更及び全部取得条項付普通株式の取得について

当社は、平成26年10月20日開催の取締役会において、種類株式発行に係る定款一部変更、全部取得条項に係る定款

一部変更及び全部取得条項付普通株式の取得について、平成26年11月28日開催予定の当社の臨時株主総会（以下「本

臨時株主総会」といいます。）に付議することを決議し、また、全部取得条項に係る定款一部変更について、本臨時

株主総会の開催予定日と同日に開催予定の当社普通株式を有する株主を構成員とする種類株主総会（以下「本種類株

主総会」といいます。）に付議することを決議いたしました。

当社普通株式は、当四半期報告書提出日現在、東京証券取引所JASDAQ市場に上場していますが、本臨時株主総会に

おいて、種類株式発行に係る定款一部変更、全部取得条項に係る定款一部変更及び全部取得条項付普通株式の取得に

係る議案が承認可決され、本種類株主総会において全部取得条項に係る定款一部変更に係る議案が承認可決された場

合には、当社普通株式は、東京証券取引所の上場廃止基準に該当することとなり、平成26年11月28日から平成26年12

月25日までの間、整理銘柄に指定された後、平成26年12月26日をもって上場廃止となる予定です。上場廃止後は、当

社普通株式を東京証券取引所において取引することはできません。

 

２ 【その他】

該当事項はありません。　
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

 

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書
 

平成26年11月14日

シナジーマーケティング株式会社

取締役会  御中

 

有限責任 あずさ監査法人
 

 

指定有限責任社員業
務執行社員

 公認会計士   松　　井　　隆　　雄　　印
 

 

指定有限責任社員業
務執行社員

 公認会計士   西　　田　　順　　一　　印
 

 

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられているシナジーマーケ

ティング株式会社の平成26年１月１日から平成26年12月31日までの連結会計年度の第３四半期連結会計期間（平成26年

７月１日から平成26年９月30日まで）及び第３四半期連結累計期間（平成26年１月１日から平成26年９月30日まで）に

係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書及び

注記について四半期レビューを行った。

 

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結

財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸

表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

 

監査人の責任

当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対す

る結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準

拠して四半期レビューを行った。

四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と

認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

 

監査人の結論

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認

められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、シナジーマーケティング株式会社及び連結子会社の平成26年９月

30日現在の財政状態及び同日をもって終了する第３四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせ

る事項がすべての重要な点において認められなかった。

 

利害関係

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以  上

 
 

(注) １．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報

告書提出会社)が別途保管しております。

２．XBRLデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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